
無線ルーターの接続動作確認済機種をご紹介します。

対象カメラ︓ BB-SW174W、SW174WA、SP104W

ご検討の⽬安として、弊社試験環境下で確認結果の情報をご提供しています。尚、動作を保

証するものではございませんので、予めご了承願います。 2013年1⽉現在

【接続確認済みルーター】

メーカー 品番 判定 備考

Buffalo

WZR-300HP（ファームVer1.87)　 ○ 2013.2.21

WHR-300HP（ファームVer1.85)　 ○ 2013.2.21

WZR-HP-AG300H（ファームVer1.71） ○ -

WHR-G301N（ファームVer1.82） ○ -

I/Oデータ WN-AG300DGR（ファームVer1.00） ○ 2013.2.21

NECアクセステクニカ AtermWR8160N（ファームVer1.0.1） ○ -

無線ルーター設置時の注意事項

＜＜ルータ設置に関して＞＞

無線ルーター接続動作参考情報
(BB-SW174W)

・Wifi無線ルータは、１つで4チャネルのバンド幅を占有します。
・1台/4chで無線ルーター設置をお願いします。

⾼速通信モードが適⽤されます、暗号化設定が上記以外であると、802.11gでの通信になり、 妨害
や反射波フェージング対する耐性が劣化します。

同⼀チャネル帯に複数の無線ルーターがある場合、無線通信に⽀障をきたす場合があります。
（1チャネル帯に1台の無線ルーター設置）

※WiFi環境がAndroid端末等の影響で屋内、屋外でもかなりの混信状況です。
マンション等では、お隣のWiFiルーターの存在等が確認できる状態でもあります。

※無線通信チャネルに複数の無線ルータが検出された場合、隠れ端末による無線パケットの衝突を招
き、パケットロスト（消失）を引き起こします。また無線通信帯域は、半二重通信ですので、在る
ルーターと無線端末が通信していると、無線カメラのパケット通信が待たされることがあります。

※無線通信で、動画配信をしているような環境ではカメラライブ画配信が滞る場合があります。

・同⼀チャネル帯に、新旧 802.11b/g無線ルーターや802.11n無線ルーターが混在すると、通
信レートが遅くなります。



無線ルーター設置時の推奨・⾮推奨環境の⼲渉イメージと推奨設定の説明及び 無線LANトラブブル時の事例と注意事項

＜干渉イメージ＞
【11b/g対応ルーター複数存在時】【推奨環境】

＜干渉イメージ＞
【11b/g対応ルーター複数存在時】【非推奨環境】

http://www.panasonic.com/jp/sitemap.html


＜干渉イメージ＞
【11b/g、11n対応ルーター混在時】【推奨環境】

＜干渉イメージ＞
【11b/g、11n対応ルーター混在時】【非推奨環境】

無線ルーター設置時の推奨・⾮推奨環境の⼲渉イメージと推奨設定の説明及び 無線LANトラブブル時の事例と注意事項



＜推奨設定事項＞
802.11nルータ使用時

＜トラブルシュート＞
４つのケースを紹介

無線ルーター設置時の推奨・⾮推奨環境の⼲渉イメージと推奨設定の説明及び 無線LANトラブブル時の事例と注意事項



＜注意事項＞
干渉発生時のイメージ

＜注意事項＞
原因イメージ

無線ルーター設置時の推奨・⾮推奨環境の⼲渉イメージと推奨設定の説明及び 無線LANトラブブル時の事例と注意事項
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